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連続鋳造圧延法により高性能銅合金線を開発

三菱マテリアル株式会社（社長：矢尾　宏、資本金：１，１９４億円）の銅事業カンパニーは、このたび、

銅荒引線連続鋳造圧延法で製造した、強度、導電性、耐熱性、耐屈曲性に優れた高性能銅合金線を開発しま

したので、お知らせいたします。

従来、連続鋳造圧延法によって製造可能な銅合金線は、Cu-Sn系、Cu-Ag系などに限られており、活性元素を

含む高性能銅合金線の製造は不可能でしたが、当社が世界で初めて開発した銅荒引線連続鋳造圧延設備での

無酸素銅線製造プロセスと、型銅分野で開発した銅合金連続鋳造プロセスの融合によって、優れた特性を有

する高性能銅合金線を長尺、低コストで製造することに成功いたしました。

新開発した高性能銅合金線は、高強度、高導電性、耐熱性、耐屈曲性に加えて適度な伸びを有することによ

り、自動車用電線において、作業性や信頼性を損なうことなく細径化が可能となり、材料費削減によるコス

トダウンに加え、軽量化による省エネ、省資源に貢献するエコ製品として、今後の需要増加が見込まれてい

ます。また、ロボット用電線では、Cu-Snの数倍の耐屈曲性を有することにより、耐久性、信頼性において

優れたパフォーマンスを発揮いたします。

現在、高速鉄道用トロリーには、当社のPHC®合金線が使用されていますが、高性能合金線は基本性能がPHC®

に近く、かつ低コストであることから、今後の適用が期待されております。

その他の用途として、各種電子機器、医療機器用などのフレキシブル電線としても活用できます。
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